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希学園 第402回 公開テスト 小６ 算数 2025年11月９日実施 模範解答 制限時間50分
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希学園 第402回 公開テスト 小６ 算数 2025年11月９日実施 解説 (２－１)

(与式)＝14×７×3.14＋12×12×3.14－10×20×3.14＝(98＋144－200)×3.14１
＝42×3.14＝131.88

地図上での土地を，たて１㎝，横２㎝の長方形とする。２
実際の土地は，たて＝１×50000＝50000(㎝)＝500(ｍ)＝0.5(㎞)

横＝0.5×２＝１(㎞)となる。

よって，面積は，0.5×１＝0.5(㎢)

①年後とすると，父母の年令の和は，80＋①×２＝80＋②(才)，３人の子ども

の年令の和は，25＋①×３＝25＋③(才)

これより，80＋②＝(25＋③)×２－18＝32＋⑥ ⑥－②＝④→80－32＝48

よって，①＝48÷４＝12(年後)

余りや不足の共通がないタイプ→書き出し

９で割って３余る(３，12，21，…)
45で割って21余る

５で割って１余る(１，６，11，16，21，…)

(500－21)÷45＝10余り29

45×10＋21＝471 471＋45＝516 500に近いのは，516。

Ａ×６＝Ｂ×４ → Ａ：Ｂ＝２：３

Ｂ×８＝Ｃ×６ → Ｂ：Ｃ＝３：４

これより，Ａ：Ｂ：Ｃ＝２：３：４

Ａが30時間でする仕事は，２×30＝60

Ｂ；３(/時)
18時間→60 というつるかめ算。

Ｃ；４(/時)

よって，Ｃは，(60－３×18)÷(４－３)＝６(時間)

右の図で，三角形ＡＢＯと三角形ＥＯＤは，半径が３
６㎝で，角ＡＯＢ＝120度，角ＥＯＤ＝60度より，

面積は等しい。よって，求める面積は，おうぎ形Ｏ

ＡＢとおうぎ形ＯＣＤの面積の和なので，

210
６×６×π× ＝21×π＝65.94(㎠)

360

２
６：９＝２：３ ＥＦ＝15＋(20－15)× ＝17(㎝)

２＋３

よって，台形ＡＥＦＤと台形ＥＢＣＦの面積の比は，

{(15＋17)×２÷２}：{(17＋20)×３÷２}＝64：111
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３×４÷２＝６(㎠)…三角形ＡＢＣ

ア＝６×２÷５＝2.4(㎝)

三角形ＡＢＣをＡＣを軸として180度回転させた立体

は右の図のようになり，２個の円すいがくっついた立

体を半分に切った立体となる。

よって，イ＝(４×2.4×π＋３×2.4×π)÷２＋６×２

8.4×π＋12＝38.376(㎠)

下の線分図のようになる。ＰＲ＝80×14＝1120(ｍ)４
○→□の時間を考えると，1120×２÷(60＋80)＝16(分)

よって，ＰＳ＝60×16＝960(ｍ)

□→●の時間を考えると，960×２÷(100－60)＝48(分)

よって，ＰＱ＝60×(16＋48)＝3840(ｍ)

下の図のように，Ｂから辺ＡＣに対して垂直にＢＧを引く。５
三角形ＡＢＣと三角形ＢＧＣは相似なので，３辺の比は，３：４：５となる。

３
これより，ＣＧ＝３×─＝1.8(㎝) よって，ＣＥ＝1.8×２＝3.6(㎝)

５



希学園 第402回 公開テスト 小６ 算数 2025年11月９日実施 解説 (２－２)

ＡＥ＝５－3.6＝1.4(㎝)５
三角形ＡＦＥと三角形ＤＦＢは３個の角が同じ大きさになっているので相似。

相似比は，三角形ＡＦＥ：三角形ＤＦＢ＝ＡＥ：ＤＢ＝1.4：４＝７：20

よって，ＡＦ：ＤＦ＝７：20

三角形ＡＦＥと三角形ＤＦＢの面積比は，(７×７)：(20×20)＝49：400

三角形ＡＦＥと三角形ＤＦＢの面積の差は，三角形ＦＢＥをつけたして考える

と，三角形ＡＢＥと三角形ＤＢＥの面積の差と同じになる。

1.4 17
三角形ＡＢＥ＝３×４÷２× ＝１─(㎠)

５ 25

三角形ＤＢＥ＝３×４÷２＝６(㎠)

17 ８
面積の差は，６－１─＝４─(㎠)

25 25
８ 49 196

よって，三角形ＡＦＥの面積は，４─× ＝ (㎠)
25 400－49 325

(１，１，１，１，１)→１通り (１，１，１，２)→ Ｃ ＝４(通り)６ ４ １

(１，２，２)→ Ｃ ＝３(通り) よって，１＋４＋３＝８(通り)３ １

15÷３＝５より，５を整数の和で表す問題として考える。

２以下のみで表す場合は， より８通り。

・３が１個入っている場合

(１，１，３)→ Ｃ ＝３(通り) (２，３)→２通り３ １

・４が１個入っている場合

(１，４)→２通り

５のみの１通りもあるので，８＋３＋２＋２＋１＝16(通り)

１→１通り ２→問題文より２通り ３→問題文より４通り

４以降は，最後に足した数で場合分けする。

４＝□＋１→□＝３→４通り

４＝□＋２→□＝２→２通り

４＝□＋３→□＝１→１通り これより，４の場合は，４＋２＋１＝７(通り)

５＝□＋１→□＝４→７通り

５＝□＋２→□＝３→４通り

５＝□＋３→□＝２→２通り これより，５の場合は，７＋４＋２＝13(通り)

以降も前の３個を足すとよいので，

６→13＋７＋４＝24(通り) ７→24＋13＋７＝44(通り)

８→44＋24＋13＝81(通り) ９→81＋44＋24＝149(通り)

10→149＋81＋44＝274(通り)
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光が立方体の高さ方向に移動するとき，ＡＢと平行な方向(左右)に２㎝，ＡＤ７
と平行な方向(前後)に２㎝ずれると考える。２回目の反射は，面ＥＦＧＨの点

Ｅから右に２×２＝４(㎝)，後ろに２×２＝４(㎝)のところで反射する。これ

を６回くり返すと，右に12㎝，後ろに12㎝のところにくるので，頂点となる。

反射回数は，６－１＝５(回)で，頂点はＧ。

光が高さ方向に上下するたびに，ＡＢと平行

な方向(左右)に３㎝，ＡＤと平行な方向(前

後)に５㎝移動する。

２回目に面ＡＢＣＤで反射するときは，３回

上下に移動するので，右に３×３＝９(㎝)，

後ろに５×３＝15(㎝)移動する。後ろに15㎝

移動するというのは，辺ＣＤから15－12

＝３(㎝)戻ってくることを表しているので，

右の図の●の位置となる。

光が高さ方向に上下するたびに，ＡＢと平行な方向(左右)に５㎝，ＡＤと平行

な方向(前後)に７㎝動く。光が反射する様子を立方体を真上から見た図で表す

と，平面図形の光の反射と同様に，図を線対称にかき，光を直進させることで

反射の回数を知ることができる。ただし，面ＡＢＣＤと面ＥＦＧＨで反射する

ことを忘れてはならない。

前後左右方向の反射は●印で，

(60÷12－１)＋(84÷12－１)＝10(回)

また，横に５㎝，たてに７㎝進むごとに

面ＡＢＣＤと面ＥＦＧＨで反射するので，

高さ方向の反射は，60÷５－１＝11(回)

よって，10＋11＝21(回)

頂点は，高さ方向の反射が11回なので，

面ＥＦＧＨ上。

左右方向の反射が４回なので，面ＢＦＧ

Ｃ上。

前後方向の反射が６回なので，面ＣＤＨ

Ｇ上。

よって，点Ｇ。

(配点) ；各５点×４ 他；各４点×20

；完答


